




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































夕’．／ 目丘の『の四【のすご・四の四〔８ｍのｍ・ｍｐｍ、【の、異のｍ三岳ゴ三ｓ岳ののｏｎ巨囚、、『の、呉の目こすの８日宮【のロー弓の曰。【ぬ四己ｎｍ目弓の。『ぬ目］・ ● 
少の○口のｑ】の口｝】ぐご、す。□ごウのＯ囚巨の①囚ミゲ○一の○ｍミ亘Ｏず岳の己四円【の四円の四一一ぐのＯ四口ご○庁ヨ岸の、のロの『四一ｎケ囚『四日の『のウの］諄の］】命の］のｍのョ「ず。］のの。
国のワョ①のご囚の○口の（『四コ□四ごご（す】ロ、①一ｍの）【ずの。ご｝ご◎。ごＯ囚ぐ回す｝の円のの⑩のＲ□す｝ｍｐＯのＨご口の庁すの○口の」この（。
〃 「社会学１」というノートの英文は、つぎのような文章ではじまっている。
'ﾌﾞ腰六句2Ｊ 堂飛嘘』でずユキ》問 j蕊jiilfjPPIiij来蕊芽蜂極左苫泙付
塙
》．一一ノー（『
塗《一》》．》｝睦
莎撚撫
葎
０テ
阪谷のノ
ま読書訓、
に
ノート「社会学１」の第１ページ。
,、右は英文による口述を筆記したもの。
国立国会図書館憲政資料室蔵］
左
い
ま
引
い
た
英
文
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
社
会
学
の
原
理
』
（
ご
尽
車
誉
号
冒
貝
さ
弓
臼
巴
》
三
）
の
第
一
巻
第
二
篇
「
社
会
学
へ
の
手
引
き
」
（
勺
三
〒
弓
三
＆
二
言
・
盃
・
口
・
’
・
空
）
ｌ
「社会とは何か」（第一章）、「社会は一種の有機体である」の梗概である。口述者によれば、社会
の】の．
少のＣＱ①目白の四口。【ぬ四日の曰．
ｊ
０
 
ＰｍｏＱｍ□ごＯＲの囚の①の陣四○コの曰の同の・少の〕団ごＱの四の①の旨の厨の》】亘口Ｏ『の囚の①の曰の（日Ｏ曰同の。シの耳
】ｐｎＨの四の①の旨の〔円巨◎（こ【の①、【の昌曰魚の円のロロ囚は○口の。【・…：ｏｐＯの曰。【のＣＨｏ日冒の二日の……すのブョの①ご
斤可の。『ぬ四口－，口ごＱ庁ロの】ごｏＨｍ四目』Ｃ庁ヴ】ロ、」のｎ口ロウのｑ】の：・・・・ロロ［庁ご『ご〕（す。こ〔：。：・舅「ず】ｎケの口のロロ（ず】ロ、
】の、巨芹の一ロ〕己○のの｛ず一①〕ご〔ずの｛ｏＨＨｐの［．ご『①の①①の丘］］四口。（ずのＲＣｍ【四一｝の］】のロ］○口｝の四【ローロ、庁丘四片（丘の一】｛の。【
①ぐのＨ】：・す一の。【ぬ四口届Ｒロ〕のＯ○口の（再巨（のＱウョ庁ケの一】ぐの①。【ロロ拝の（。。【ローロロ（の【○す①の①のロウご〔ず①ロロロ】Ｑの□
ロ四円四二①］】の【ロ○時ロロロ。】ロ』の】ご【ロ①四門門口□ぬのＲロ①ロ庁
108（3５ 
』・円ケのご庁【旨の」Ｏ【四ＣＳＨの（］）ロ面どの曰８｝のケ：：：○ｍ岳の曰四口（』）亘の①曰○は。□ロ］Ｏ彦日四日①【の》陣（』）嵐のｑの、［の①。【】貝①｝］侭のごＯの
四・円ヴのの①８口□四二【四ｇｏ【の（得）囚｝庁の国威○口。【、｝旨］異のワ】Ｏ……陣……日四ｍ①（』）０面四口、①の宮○口、耳○口：：：ＣＨＣロ四口斤量のの。【Ｃ］四日の（』）弓のケ口ご□［①□
少ョ「ロ。］の○ｍ弓亘Ｏ彦岳の□日（の胃①巴ゴの》Ｏｐｐｐｏ戸曰】（の、のロの日］
○ずロ【囚の（の【の）すの］曰丙の］黙の］の叩のニョゲ。］①の．
『社会学の原理』
団のプョの①ご回の○口の（ご囚ご□四口『（す』□ぬの］の①》庁ケの。ご｝臼ＯｏｐＯ囚ぐ四ケ］のＨののロロ
ーヶ｝目、の【目の庁すの。□の目の〔。、ミミミ肘ミミ甘冒愚行冒尋、ミミミ胆、‐
》蔦三ａｓミ己ミミ時．
○ｍの貝ごＯの（』）【］○日陣（□）註ロロ四・
第一一頁以後にくる項目は、少の。Ｑ四一四・三げ（「社会の生長」）、の。Ｑ四］の宮口、三円のの（「社会の構造」）、の。Ｑ巴帛目＆・ロの（「社会の機能」）などであ
り、後期からはのどの（の曰・｛・温目の（「機関の系制」）、円げの①口の白三岳の】の（①曰（「供給系」）、Ｈけ①□】の三宮は后の『の（の日（「分配系」）、弓ヴの閃の、こ］閂‐
］后の『の（の日（「統制系」）、⑫。Ｑ四一口己のの四＆８口の葺昌】・ロの（「社会の体型および国制」）。の。Ｑ巳目の白目・巳ず・の①の（「社会の変体」）などの項目がつづ
］。円げのｍｏＱ○一○四８房四日○円の日①９三の三のづごＱｌＨケの①〆三口の）Ｏ【四Ｏ〔○門の（］）Ｏ］】日昌の（国）の日【四Ｏの官○ｓｏは○口○円目ｐｏｇＯはぐの（い）８□【侭旨呉一○口
とは一箇の実体であり、社会という集合体は、有機的な集合体でもある。
スペンサーの原文と酷似している章句は、つぎのようなものである。
いた。「社会学ノ１ト二」は、つぎに引くような英文ではじまっている。
の○口。｝○ｍ】．
口
述
者
（
外
山
正
二
国のすごののロ囚の○口の（】四ロロロロご斤亘□ぬの｝の①》汁けの。ご匂○○口Ｏ①】ぐ四ヶ］の【①の①Ｒロー
す｝目Ｏの日巨の芹すの。□のｇ①（。、ミミ行房ミミ、》誉愚行胃等のミミミ鴇‐
言、ミミｎｓこ§§厨．
シの○口のご】の口」ご曰いす。Ｑ冒すのＯロロの①囚コケ。］の○ｍゴ三ｎケ岳①ご日庁の四Ｈの
四］曰くのロロロロ○斤一口岸の、のどの門四一０ヶ囚【囚、庁の円のすの｝』丙の］黙①｝のｍのヨヨゲ○一のの．
(36）１０７ 
社会学伝来考 》‐一一一
一｝・
》》一一．曰》
塾ｒ／ⅦＬＬへ一
鮴掴鮒寝Ｔｒ
－
、
｜
「
任
処
Ｊ
１
１
，
厘
〉
メ
ー
イ
嚇 鞭一一》「
㈹識鮒雛』
緋｛錘． Ｃ言皀の’二二の『のこのの。］囚二狩亘陣【囚日日①ぐのこの……岳のｍｏＱのごｎ目目・庁・のぐの一○℃庁○亘瞥のｓｍｐ同ｘＯの①の］ぐの……・｛＆の巴１ｍ目帛四ご・『呂一①
（。【言のｍｏＱ四一』のぐの一○旨〕のヨの日｛四Ｏ①’四一のぐの｝８昌芹どのロ『【○口己のＱご宮【［のご陣＆后の【・口の【の、】日のの一の益ぐ・日ウーの》四一ｍ・岳の可の］『：：：『ごロ己岳の
房…ご｛一○日ｌｂ－のご亘陣ぐ囚『】のご囚『の帛囚ぐ・『呂一①》す具…………］ロメロ二目ロの一の＆のの。ｎ国一ｍ【○一二岳．
Ｓ四口、①の耳○口、江。ご岳の（四口ご囚。｛夢の『の、一○コ（』）ごＣ『の四ｍの。｛のＣＱ囚］曰四ｍの（、）弓の円の口宮ｏ８ｌ曰（一宮のロ○①。【昼のｍｏＱのご陣耳の巨己片の（⑦）夢のご【一口のごＯの
○ｍ岳①のロロの［‐。【ぬ四二］、のごく】【○口目のヨー弓①四０回。ご陣【の囚Ｏは○二ヶのすごののご囚の。Ｑの旦俸ロの｛、■す○口【ごｍｍｏＱのどのの．
一・日すの閂斤氏Ｑ四一【四具。『の（］）曰昌の『】四一四℃ロー】四口、①の（国）一ｐｐｍ口四ｍの》（』）Ｑ①ぐの一○℃日の昌○（・…・・一の』ぬの（←）ｎ口の（○日の（、）四口。：丘のの
ところどころ判読できないが、冒頭の章句では社会学的な要素について述べており、
“/wZa宅…n画Mぬうｐグ些墾塁田呵露： ○国胸曰四一の〆斤の【二四一ｍ囚ＲＣＲの．
奴
2-[用ゆで星鐵 膠劣〃鐘
ト「社会学１」のおわりに見られる落書き。阪谷のノ
〃確鰍籏芳，。
泉蕊扉兵祇・右苓郡Ⅱ汁肴
戸、捲卜公１帳脈
夫子ロム俶平陞妙延切災．〈・員祁睦聾餅
狸淳雌移へ
ノ
■
几
阪谷のノート「社会学Ⅱ」の第１ページ。
左は読書訓、右は英文による口述を筆記したもの。
後
半
の
段
落
で
は
本
来
の
そ
の
外
的
要
素
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
このあとにつづく項目は、勺亘の－８－Ｃ富国Ｒの【の。｛
ロ風昌庁弓のロ］のロ（「原始人の体質上の特色」）、勺『ご〕三ぐの
己の囚（「原始の思想」）、弓丘①官言三ぐの目のご富ぐのご・８
…
…
○
ｍ
目
己
（
「
原
始
人
は
精
神
の
…
を
も
た
ず
」
）
、
月
面
の
丘の四の○【のョ○○口》四つ○℃］の〆ご》Ｏ四画］の己のご）の×の己のご陣○岳の【の
こ
う
（「卒倒、けいれん、強梗症、精神昏迷、その他の思想」）、
目ほの己の四ｍ。【Ｑの四岳四＆円のの貝【のＯは。□（「死と復活の思
想」）、円げの己の四○【の。巳の》ぬげ○の庁の》の口『岸の）ｑのロ］○口の①斤○
（霊魂、幽霊、魂、悪魔等についての思想」）、Ｈ冨己の四の
。｛目・昏円一〕（の（「未来の生活についての思想」）、目ロの
丘８ｍ○ｍ目・弓の。ごｏ１ｇ（「他界についての思想」）、目ヶの
己の囚の。【のｇ①『目三日一品の日の（「超自然的な作因につい
106（37)回
ての思想」）、のｇの日四三国一長の貝の（「超自然的な作因」）、の四、【①』ロ］ｍＯのの》庁の曰己］の⑩》四］ご【の①百（「神聖なる場所、寺院、祭壇など」）、レロＯ①の（・【‐
ゴ・閂の亘已ご胸のロの日一（「｜般の祖先崇拝」）、面・］‐ョ・［の亘己口己【＆＆‐量「・円の亘己（「偶像および物神を崇拝する風習」）勺｝四ヨーョ『・閂の亘己（「植物を崇拝す
る風習」）、ｚ呉貝の‐弓・厨嵐己（「自然を崇拝する風習」）などである。
テ
ー
マ
これらの、王題についての英文は、単に参考書を書き写したものでないことは、ノートのところどころに、日付が入っていることからも明らかで
あ
る
．
た
と
え
ば
、
「
社
会
学
１
」
の
ノ
ー
ト
に
み
ら
れ
る
項
目
’
二
の
薑
二
○
『
冨
菖
で
は
：
盲
目
三
》
（
”
第
一
一
学
期
後
期
“
の
意
か
）
と
記
さ
れ
て
い
る。つまり第二学期から、この主題で講義がはじまったという意であろう。
日付の具体的例としては、に旧時ｒ僧Ｆ血侶（〃このつぎの講義は九月一一十七日〃の意か）、ｚの胃由信の①ロ）ｚの※（。、（．ご冨）ｚの再ｏｎ三ｍ腹などを
挙げることができる。
注（１）臣ゴ『のロ、①三・○亘印・］貝望⑯団弓ｎ房目員』ミミ日曽ｏ
明治文化』（六芸書房、昭和四十三年六月）、一九頁を参照。
三Ｃ言浅目己．ごく
（５）高田早苗『半空
（６）京口元吉『一員一
（７）注（３）の二
（
８
）
讓
料
御
雇
外
｛
（９）山口静一「東一
（Ⅲ）「明治大正国勢
（２） 
（３） 
（４） 
「Ｅ・Ｆ・フェノロサ」（昭和女子大学近代文学研究室『近代文学研究叢書第十巻』所収、昭和一一一十三年十月）、一一○頁。
「フェノロサと明治文化」（六芸書房、昭和四十三年六月）、一一六頁。
両日のの（可・句のロ○一］・の日魯Ｒ言＆（岑冒§厭筍包冒§」。－目・貝］曰の四ｍ（○二・【向量鈩の国号己のの一ｍＰぐ・］」》三｝］国日田のどの日：Ｐ門・＆・Ｐ
山口静一「東京大学におけるフェノロサ（１）ｌ就任の経緯について」（『埼玉大学紀要外国語学文学篇』第五巻一九七一年）、九頁．
「明治大正国勢総覧』［復刻版］（東洋経済新報社、昭和六十一一一年十一月）、三四八頁。
『資料御雇外国人」（小学館、昭
和
五
十
年
五
月）、三七○頁。
の二一頁。
「半峯昔ぱなし』（早稲田大学出版部、昭和二年十月）、一一一六頁。
「高田早苗伝』（早稲田大学出版部、昭和三十七年十月）、四五頁。
ご曰⑯画弓回腸『ロ菖包』ミミミミ（〉ミミ高》の円のの日ご○。□勺円のｍの）勺巨亘曰のロの円の）ｏｏｐｐのごｎ具》□・の．シ》皀窪》己」⑰および「フェノロサと
(38）１０５ 
社会学伝来考
グーへ〆￣へグーへ
３３３２３１ 
、－－～￣、－〆
グーへ－面へ－－へグーへ〆￣へ〆￣へ／￣へグーへグーへグー､グーへグーへ〆￣へグー、〆￣、－－へグーへ〆￣へ〆￣、グーへ
３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１ 、－〆、－－、－－、－－－－〆、－－、－－、－〆、－－～－－、－－、－－、－〆、－〆～－－、-〆、－〆～-－、－－、－〆
山口静一「東京大学におけるフェノロサ（４）ｌ担当科目と講義内容」（『埼玉大学紀要外国語学文学篇』第六巻一九七二年）、四五頁．
「えるねすと、えふ、ふえねろさ氏」（江東義塾学会『学』第二号所収、明治一一十一年八月一一十五日発行）
梛州密猟紐、．椰山堅繩恒附柵述「フェノロサの社会学講義』。§一ｓ目けいミ忌恩：旨ごｓど巴『可・曰岳のＺ。（のｍ・ｍｚ・宮日尻目巴向曼のロミニｚ・庁の、三
国一、囚シ【一舌曰四》目豈の【○すの○○一一の、の宛のの①ロ『＆旨の葺昌の》ｚ』の宜口○日一舌』①旨．
「
文
学
博
士
井
上
哲
次
郎
君
談
」
言
太
陽
』
第
十
四
巻
第
十
四
号
所
収
）
秋
山
ひ
さ
「
明
治
前
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往往 三宅雄二郎「哲学的思想」（「開国五十年史下巻』所収、原書房、昭和四十五年十一月）、一四五頁。
フェノロサの講義内容については、一連の山口論文および「東京大学法理文学部一覧』（明治十二年～十七年）［国立国会図書館蔵］を参考にした。
『東京大学》’一一学部一覧鋤州鮒朴幽笹（丸家善七、明治十五年四月十五日出版）、一一九頁。
河合栄治郎『金井延の生涯と学績』（日本評論社、昭和十四年十一一月）、一一五頁。
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Ｆ四三局のごＯの一二・○三の。］目”曰‐壽の、宮司同富『ロ菖旦』ミミ（日菖、ミご
「東京帝国大学五十年史上冊』［非売品］（東京帝国大学、昭
干葉亀雄『坪内遁遙伝」（改造社、昭和九年十一月）、五四頁。
注（９）におなじ。
（Ⅲ）を参照。
（８） 
（、）
の六頁。
国』言⑮国日菖、ミミ鼠己・弓
（東京帝国大学、昭和七年十一月）、
六八七～六九○頁。
二一六頁。
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（Ⅳ）「、山存稿」（丸善株式会社、明治四十一一年三月）、一一九頁。
（堅「下出隼吉遺稿」［非売品］（発行所下出民義、昭和七年四口
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附属図書館蔵］。
「井上哲次郎博士の談ｌ東京帝国大学社会学研究室創立一一十五周年記念会記事」（『社会学雑誌』第四十八号所皿昭和三年四月）、八九頁．
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注（邪）の四八頁。
注（邪）の五○頁。
戸田貞三「故外山教》
「遠藤隆吉博士の談」
注（Ⅲ）の二一四頁。
注（Ⅲ）の六頁。
注（羽）を参照。
注
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注（胡）の五五頁。
注（肥）の五二～五四頁を参照。
「東京大学》一一一学部一覧縦蝿罷什一一一稗』の一六一一一頁に、この試験問題が揚げてある。曰三ａ『①閂口（の『四三【の．祠・一三８－℃三・ｍ・つどｌ【一・一口句のロ○一‐
同右。
「井上哲次郎博士の談」（「社会学雑誌』第四十八号所収、昭和三年四月）、八八頁。
「外山正一先生小伝』（丸善株式会社、明治四十一一年三月）、一一一○頁。
（雄二郎）
「外山正一氏三宅生」（「学』第一一号所収）、五～六頁。
「故外山教授の『神代の女性』に就いて」（「社会学雑誌』第九号所収、大正十四年一月）、三頁。
博士の談」（『社会学雑誌』第四十八号所収、昭和三年四月）、九一一頁ｐ
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昭和七年四月）、一一一一一一一一一頁。また「外山正一先生小伝』（丸善株式会社、明治四十二年一一一月）の一一九頁
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憲
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代
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ー
ト
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ン
氏
行
政
学
（
三
冊
）
・
政
治
学
（
二
冊
）
、
英
国
文
学
史・政治学一二冊）、政治学・理財学・法学採要録（一冊）、フェノロサ哲学史・政治学・理財学雑記（一冊）、フェノロサ哲学史Ⅱ．英国憲法史（一
冊）、フェノロサ理財学記録Ｉ付社会学雑記（一一冊）、理財学（一冊）、統計学・貨幣論（一冊）、社会学Ｉ。Ⅱ（一一冊）、英国史（二冊）、仏国史（一一
冊）、財政法論・財政学ノート・日本財政史（一一冊）・貨幣史・銀行論（一冊）、生物学（一冊）、国際法講義（一冊）、フランス語ノート（二冊）などで
あ
る
。
そ
の
他
物
理
学
・
植
物
学
・
三
角
法
・
代
数
等
の
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ト
が
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る
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れ
も
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ロ
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ッ
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ュ
化
さ
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て
い
る
。
〆￣へ／￣ヘグーへ〆■ヘグーヘグー、〆￣、グーへ／￣へグーへ
６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４ 
－－〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆～一一、－〆、－〆､－－’九二頁。
『明治文化全集第一一巻』（日本評論新社、昭和三十年一月）の「解題」一一一四頁を参照。
「東京帝国大学社会学研究室創立二十五周年記念会記事」（『社会学雑誌』第四十八号所収）、八六頁。
斎藤正二『日本社会学成立史の研究』（福村出版株式会社、昭和五十一年九月）、’六六頁。
『、山存稿』［前編］（湘南堂書店、昭和五十八年十一一月）、一一一頁、二四九頁を参照。
「阪谷芳郎年譜」『阪谷芳郎伝』所収［非売品］（故阪谷子爵記念事業会、昭和二十六年二月）、六九九頁。
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同右の一六四頁。
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